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第 2章 就職活動に関する認識と学修時間確保の状況等 

（１）就職活動時期に関する認知の状況 
 ①就職活動時期に関する認知度 

就職活動を開始するにあたり、就職・採用活動の時期が昨年度と同様の日程（広報活動は 3月 1日

以降、採用選考活動は 6月 1日以降）で行われることについて、「よく知っていた」の回答は約 6割

となっており、「ある程度知っていた」の回答との合計は 9割以上になっている。 

2016年度調査・2017年度調査と比較すると、ほぼ同様の回答結果となっている10。 

 

図表 2-1-1 就職活動時期に関する認知度 

（大学 4年生・大学院 2年生） 

 
（大学 4年生） 

 
（大学院 2年生） 

 
  

                                                  
10 いずれの年度の調査も、「就職活動を行った（終えた）」「就職活動を行っている（継続している）」「これから就職活動
を行う予定である」と回答した者が集計対象で、「就職活動を行わなかった（行う予定はない）」と回答した者は集計の対

象外とした。なお、2016年度調査は就職活動時期変更について知っていたかをたずねた設問となっている。2015年度調
査でも就職活動時期に関する認知度を把握するための設問はあるが、他の年度とは異なる聞き方となっていることから、

ここでは比較の対象としなかった。 
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2.8 

2.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体(n=8,718)

2017年度調査・全体(n=8,540)

2016年度調査・全体(n=10,935)

よく知っていた ある程度知っていた

聞いたことはあるがあまりよく知らなかった 知らなかった
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59.4 
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5.1 
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1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学4年生(n=6,719)

2017年度調査・大学4年生(n=6,211)

2016年度調査・大学4年生(n=8,028)

よく知っていた ある程度知っていた

聞いたことはあるがあまりよく知らなかった 知らなかった
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5.0 

4.3 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・大学院2年生(n=1,986)

2017年度調査・大学院2年生(n=2,330)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,919)

よく知っていた ある程度知っていた

聞いたことはあるがあまりよく知らなかった 知らなかった



 

22 
 

65.2 
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28.3 

19.1 
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30.3 
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56.9 

56.9 
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30.3 

25.9 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

テレビや新聞等の報道

就職情報会社

（2016年度は求人情報会社）

大学（キャリアセンターなど）

ハローワーク

家族・親戚から

友人から

先輩から

その他

2016年度調査・大学院2年生(n=2,851)
2017年度調査・大学院2年生(n=2,275)
今 年 度 調査・大学院2年生(n=1,900)

 ②就職活動の時期に関する情報源 

どのようなルートで就職・採用活動の時期に関する情報を知ったかについて11、「大学（キャリアセ

ンターなど）」の回答が 6割以上と最も高く、次いで「就職情報会社」の割合が高くなっている。 

2016年度調査・2017年度調査と比較すると、「就職情報会社」や「大学（キャリアセンターなど）」

の割合が高まっている12。 

 

図表 2-1-2 就職活動時期に関する情報源（複数回答） 

（大学 4年生・大学院 2年生） 

 
 

（大学 4年生）                   （大学院 2年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                                                  
11 就職・採用活動の時期が昨年度と同様の日程で行われることについて「よく知っていた」「ある程度知っていた」「聞い
たことはあるがあまりよく知らなかった」と回答した者が集計の対象で、「知らなかった」と回答した者は集計の対象外

とした。 
12 2016 年度調査は就職活動時期変更に関する情報をどのようなルートで知ったかをたずねた設問となっている。2015
年度調査では当該設問について調査を実施していない。 
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54.2 

63.4 
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24.3 

17.1 
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テレビや新聞等の報道

就職情報会社

（2016年度は求人情報会社）

大学（キャリアセンターなど）

ハローワーク

家族・親戚から

友人から

先輩から

その他

2016年度調査・全体(n=10,799)
2017年度調査・全体(n=8,348)
今 年 度 調査・全体(n=8,473)
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39.5 
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26.8 
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テレビや新聞等の報道

就職情報会社

（2016年度は求人情報会社）

大学（キャリアセンターなど）

ハローワーク

家族・親戚から

友人から

先輩から

その他

2016年度調査・大学4年生(n=7,939)
2017年度調査・大学4年生(n=6,073)
今 年 度 調査・大学4年生(n=6,544)
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 ③就職活動時期に関する情報を知った時期 

いつ頃就職・採用活動の時期に関する情報を知ったかについて13、「2017年 8月以前」の割合が最

も高く、約 4割となっている。 

 

 

図表 2-1-3 就職活動時期に関する情報を知った時期 

（大学 4年生・大学院 2年生） 

 
（大学 4年生） 

 
（大学院 2年生） 

 
 

 

 
  

                                                  
13 就職・採用活動の時期が昨年度と同様の日程で行われることについて「よく知っていた」「ある程度知っていた」「聞い
たことはあるがあまりよく知らなかった」と回答した者が集計の対象で、「知らなかった」と回答した者は集計の対象外

とした。 

40.3 16.7 14.1 10.4 3.7 14.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=8,473)

2017年8月以前 2017年9月～10月頃 2017年11月～12月頃

2018年1月～2月頃 2018年3月以降 覚えていない

39.6 17.1 14.4 10.6 3.8 14.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学4年生(n=6,544)

2017年8月以前 2017年9月～10月頃 2017年11月～12月頃

2018年1月～2月頃 2018年3月以降 覚えていない

45.4 13.2 11.7 8.6 3.1 18.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学院2年生(n=1,900)

2017年8月以前 2017年9月～10月頃 2017年11月～12月頃

2018年1月～2月頃 2018年3月以降 覚えていない
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40.0 

44.3 

27.9 

27.4 

13.9 

9.7 

15.8 

30.2 

13.1 

28.1 

22.6 

33.4 

21.7 

13.6 

11.8 

17.2 

25.1 

19.9 

13.7 

9.2 

17.8 

15.7 

41.2 

37.2 

24.5 

15.9 

19.3 

6.2 

7.1 

8.8 

12.7 

9.5 

13.8 

15.6 

11.8 

25.2 

12.0 

16.8 

12.1 

22.5 

21.9 

27.5 

26.9 

17.0 

22.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先輩の体験など、昨年の就職活動の情報を参考にすることができた

夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ

どの時期にどのような就職活動をするか予定をたてやすく準備・行動ができた

就職活動期間が比較的短期間で済んだ

大学の試験に落ち着いて取り組むことができた

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動 など
課外活動に取り組む機会を充実することができた

卒業論文（研究）・修士論文（研究）に早い時期から取り組むことができた

面接などの選考活動を早期に開始する企業があり混乱した

企業研究や就職先の選択のための時間が十分確保できなかった

いずれもn=1,925
そう思う どちらかといえばそう思う

どちらでもない どちらかといえばそう思わない

そう思わない

（２）就職活動時期に関する認識 

就職・採用活動の時期が昨年度と同様の時期に設定された（広報活動は本年 3月 1日以降、採用選

考活動は本年 6 月 1 日以降に開始）ことについて、「先輩の体験など、昨年の就職活動の情報を参考

にすることができた」や「夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ」、「どの時期にどのような就

職活動をするか予定をたてやすく準備・行動ができた」という点で、「そう思う」「どちらかといえば

そう思う」を合わせた回答割合が約 6 割と比較的高かった一方で、「面接などの選考活動を早期に開

始する企業があり混乱した」についても同様に回答割合が高かった。 
 

図表 2-2-1 就職活動時期に関する認識 

（大学 4年生・大学院 2年生） 

 
（大学 4年生）               

 
（大学院 2年生） 

 
 
 
 

 
  

34.8 

42.0 

24.3 

26.8 

23.2 

17.1 

14.8 

32.1 

13.0 

31.7 

21.0 

35.1 

20.9 

20.6 

18.7 

16.1 

27.2 

21.8 

13.9 

9.2 

19.2 

16.1 

26.7 

28.8 

30.7 

14.5 

20.8 

7.8 

9.0 

11.3 

14.2 

11.4 

13.6 

13.7 

11.1 

24.1 

11.7 

18.8 

10.1 

22.1 

18.0 

21.7 

24.6 

15.1 

20.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先輩の体験など、昨年の就職活動の情報を参考にすることができた

夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ

どの時期にどのような就職活動をするか予定をたてやすく準備・行動ができた

就職活動期間が比較的短期間で済んだ

大学の試験に落ち着いて取り組むことができた

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動 など
課外活動に取り組む機会を充実することができた

卒業論文（研究）・修士論文（研究）に早い時期から取り組むことができた

面接などの選考活動を早期に開始する企業があり混乱した

企業研究や就職先の選択のための時間が十分確保できなかった

いずれもn=8,481
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらでもない どちらかといえばそう思わない
そう思わない

34.2 

41.7 

23.9 

26.7 

24.4 

18.1 

14.7 

32.4 

13.0 

32.2 

20.8 

35.3 

20.8 

21.5 

19.6 

16.0 

27.5 

22.0 

13.9 

9.2 

19.4 

16.1 

24.9 

27.8 

31.5 

14.3 

21.0 

8.1 

9.2 

11.6 

14.4 

11.7 

13.6 

13.5 

11.0 

24.0 

11.7 

19.0 

9.9 

22.0 

17.5 

20.9 

24.3 

14.9 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

先輩の体験など、昨年の就職活動の情報を参考にすることができた

夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ

どの時期にどのような就職活動をするか予定をたてやすく準備・行動ができた

就職活動期間が比較的短期間で済んだ

大学の試験に落ち着いて取り組むことができた

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動 など
課外活動に取り組む機会を充実することができた

卒業論文（研究）・修士論文（研究）に早い時期から取り組むことができた

面接などの選考活動を早期に開始する企業があり混乱した

企業研究や就職先の選択のための時間が十分確保できなかった

いずれもn=6,540
そう思う どちらかといえばそう思う
どちらでもない どちらかといえばそう思わない
そう思わない
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67.0 

27.7 

10.0 

40.4 

69.7 

13.2 

31.3 

7.7 

12.8 

5.7 

8.5 

19.2 

15.2 

11.7 

4.9 

4.3 

12.0 

25.9 

15.8 

5.4 

2.5 

7.0 

37.4 

15.3 

7.1 

4.6 

2.8 

3.8 

4.0 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年9月～
11月の時期(n=1,925)

2017年12月～
2018年2月の時期(n=1,925)

2018年3月～
5月の時期(n=1,925)

2018年6月の時期(n=1,925)

2018年7月の時期(n=1,925)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた

就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた

就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた

就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった

就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった

就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった

（３）就職活動と学修時間確保の状況 

就職活動と学修時間確保の状況について、「十分学修時間を確保できた」、「必要な学修時間は確保

できた」、「一定の学修時間は確保できた」のいずれかを回答した割合は、広報活動開始時期前の 2月

までは 8割以上と高くなっており、広報活動開始時期後の 3月～5月には 4割以下まで低下している

ものの、採用・選考活動開始時期後の 6月は約 5割、7月は約 7割まで上昇している。 

採用・選考活動開始時期が 8月とされていた 2015年度調査と比較すると、6月・7月に学修時間が

確保できたと回答した者の割合が大幅に増加している。2016年度調査・2017年度調査と比較しても、

3月以降の時期は今年度調査の方がやや高くなっている。 

 
 

図表 2-3-1 就職活動と学修時間確保の状況 

（大学 4年生・大学院 2年生） 

 
 

（大学 4年生）                                  （大学院 2年生） 

 

 

 

  

69.8 

32.0 

11.3 

28.5 

56.2 

11.8 

31.9 

8.7 

12.2 

7.3 

7.4 

16.8 

17.6 

13.4 

7.7 

3.2 

8.7 

21.9 

19.1 

6.5 

2.1 

5.3 

32.5 

18.6 

9.5 

5.8 

5.3 

8.1 

8.2 

12.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年9月～
11月の時期(n=8,481)

2017年12月～
2018年2月の時期(n=8,481)

2018年3月～
5月の時期(n=8,481)

2018年6月の時期(n=8,481)

2018年7月の時期(n=8,481)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた

就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた

就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた

就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった

就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった

就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった

70.2 

32.6 

11.4 

27.0 

54.5 

11.6 

32.0 

8.8 

12.2 

7.5 

7.2 

16.5 

17.9 

13.6 

8.1 

3.0 

8.3 

21.4 

19.5 

6.7 

2.1 

5.0 

31.8 

19.0 

9.8 

5.9 

5.6 

8.7 

8.8 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017年9月～
11月の時期(n=6,540)

2017年12月～
2018年2月の時期(n=6,540)

2018年3月～
5月の時期(n=6,540)

2018年6月の時期(n=6,540)

2018年7月の時期(n=6,540)

就職活動の影響をほとんど受けることなく十分学修時間を確保できた

就職活動に少し時間を割くことがあったが、必要な学修時間は確保できた

就職活動に時間を割くことがあったが、一定の学修時間は確保できた

就職活動に時間を取られ、あまり学修時間が確保できなかった

就職活動によりほとんど学修時間の確保ができなかった

就職活動に時間を取られたが、学修時間への影響はなかった
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88.0 

79.1 

29.5 

32.0 

32.0 

59.2 

93.4 

86.6 

27.7 

53.9 

76.5 

91.8 

81.9 

30.9 

60.6 

78.2 

88.6 

78.2 

32.8 

64.9 

80.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9月～11月の時期

12月～2月の時期

3月～5月の時期

6月の時期

7月の時期

8月～9月の時期

2015年度調査・大学院2年生(n=506)

2016年度調査・大学院2年生(n=2,841)

2017年度調査・大学院2年生(n=2,255)

今 年 度 調 査・大学院2年生(n=1,925）

図表 2-3-2 就職活動と学修時間確保の状況（過年度調査との比較） 

（大学 4年生・大学院 2年生） 

 
 

（大学 4年生）              （大学院 2年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※「十分学修時間を確保できた」「必要な学修時間は確保できた」「一定の学修時間は確保できた」のいずれかを

回答した割合 
※「6月の時期」「7月の時期」は、2015年度は「6月～7月の時期」として調査を実施（図表にはそれぞれ同じ
値を掲載） 

 

  

88.1 

81.1 

33.5 

30.3 

30.3 

47.2

92.6 

87.3 

34.2 

45.0 

68.5 

89.5 

83.4 

36.7 

49.0 

68.7 

89.0 

80.8 

37.5 

54.1 

71.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9月～11月の時期

12月～2月の時期

3月～5月の時期

6月の時期

7月の時期

8月～9月の時期

2015年度調査・全体(n=2,122)                    
2016年度調査・全体(n=10,603)
2017年度調査・全体(n=8,333)
今 年 度 調 査・全体(n=8,481)

88.1 

81.4 

34.1 

30.2 

30.2 

45.7 

92.5 

87.3 

35.0 

43.9 

67.5 

89.2 

83.5 

37.4 

47.5 

67.5 

89.0 

81.1 

38.1 

52.7 

70.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9月～11月の時期

12月～2月の時期

3月～5月の時期

6月の時期

7月の時期

8月～9月の時期

2015年度調査・大学4年生(n=1,614)
2016年度調査・大学4年生(n=7,780)
2017年度調査・大学4年生(n=6,066)
今 年 度 調 査・大学4年生(n=6,540)
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54.0 

39.6 

23.7 

50.8 

35.4 

35.3 

13.1 

10.0 

10.5 

22.3 

48.9 

46.5 

35.9 

57.4 

35.2 

1.2 

53.5 

38.9 

24.7 

52.1 

36.6 

33.7 

14.0 

10.0 

8.6 

23.5 

47.5 

47.7 

38.3 

59.0 

32.7 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

企業等の安定性

企業の成長可能性

知名度が高い

給与や賞与が高い/手当や社会保障が充実

残業が少なく、休暇が取れるなどのワークライフバランス

正社員として働ける

女性が活躍できる

育児休業や保育所などの両立支援の充実

地元で働ける

希望する勤務地で働ける

職場の雰囲気が良さそう

自分の能力や専門性を生かせる

自分の能力を高めキャリアアップにつなげられる

自分のやりたい仕事ができる（やりがいがある）

社会貢献度が高い

その他

2017年度調査・大学院2年生(n=2,330)

今 年 度 調査・大学院2年生(n=1,986)

（４）就職先を決めるにあたって重視していること 

就職先を決めるにあたって重視していることについて14、「企業等の安定性」の回答が約 6割で最も

高く、次いで「職場の雰囲気が良さそう」、「自分のやりたい仕事ができる（やりがいがある）」の割合

が高くなっている。 

2017年度調査と比較すると、ほぼ同様の回答結果となっている15。 

 
図表 2-4-1 就職先を決めるにあたって重視していること（複数回答） 

（大学 4年生・大学院 2年生） 

  
 

（大学 4年生）              （大学院 2年生） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

                                                  
14 「就職活動を行った（終えた）」「就職活動を行っている（継続している）」「これから就職活動を行う予定である」と回
答した者が集計対象で、「就職活動を行わなかった（行う予定はない）」と回答した者は集計の対象外とした。 
15 2015年度調査・2016年度調査では当該設問について調査を実施していない。 

58.0 

30.3 

24.4 

47.9 

39.6 

38.4 

18.2 

14.7 

18.2 

23.8 

54.1 

22.3 

30.0 

51.0 

30.6 

1.1 

56.9 

31.1 

23.9 

48.8 

40.2 

36.4 

18.1 

14.4 

17.8 

25.6 

51.7 

23.0 

31.0 

50.8 

28.7 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

企業等の安定性

企業の成長可能性

知名度が高い

給与や賞与が高い/手当や社会保障が充実

残業が少なく、休暇が取れるなどのワークライフバランス

正社員として働ける

女性が活躍できる

育児休業や保育所などの両立支援の充実

地元で働ける

希望する勤務地で働ける

職場の雰囲気が良さそう

自分の能力や専門性を生かせる

自分の能力を高めキャリアアップにつなげられる

自分のやりたい仕事ができる（やりがいがある）

社会貢献度が高い

その他

2017年度調査・全体(n=8,540)

今 年 度 調査・全体(n=8,718)
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企業の成長可能性
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給与や賞与が高い/手当や社会保障が充実

残業が少なく、休暇が取れるなどのワークライフバランス

正社員として働ける

女性が活躍できる

育児休業や保育所などの両立支援の充実

地元で働ける

希望する勤務地で働ける

職場の雰囲気が良さそう

自分の能力や専門性を生かせる

自分の能力を高めキャリアアップにつなげられる

自分のやりたい仕事ができる（やりがいがある）

社会貢献度が高い

その他

2017年度調査・大学4年生(n=6,211)

今 年 度 調査・大学4年生(n=6,719)
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